
会員数（平成28年9月16日現在）

合計 14,133人

保健師　　　　378人

助産師　　　　488人

看護師　　 12,117人

准看護師　　1,150人
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新 役 員 紹 介
平成 28 年度新役員 6 名が選任されましたのでご紹介いたします。

　専務理事				    白川　洋子		  茨城県看護協会

「必要とされる茨城県看護協会を意識して」
　常任理事を 1 年務め、今年度より専務理事を拝命致しました。この 1 年間は例えるなら、
地球環境の変化のように、茨城県看護協会の盤石な体制に揺らぎが起きました。しかしまた
揺らぐことのできる可能性をも発見できた 1 年でもありました。
　今年度は、その可能性を財産にして、ルーチン化された体制から脱却し、それぞれの想像
性から創造としての目標を見失うことなく、専務としての舵を取っていく所存であります。

　常任理事				    海老澤　幸子		  茨城県看護協会

「健康で安全に働き続けられる労働環境の推進を目指して」
　超少子高齢社会に向け様々な取り組みが行われ、地域包括ケアシステムでの看護職の役割、
期待は大きなものになっております。今後の変化に対応するため研修をはじめ、健康で安全
に働き続けられる環境つくりに取り組みます。各施設への支援、ナースセンター事業の広報、
機能強化等を行い看護職定着促進につながるよう貢献したいと考えております。

　水戸地区理事			   岸　洋子		  水戸赤十字病院

「地域包括ケア構築に向けネットワークづくりを目指して」
　今年度より水戸地区理事として活動させていただきます。2025 年に向け地域包括ケアシ
ステムの構築が進められております。水戸地区会員の皆様、保健・医療・福祉の皆さまと連
携を図り、住み慣れた地域で安心して生活できる支援体制づくりに貢献できるよう活動して
いきたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。

　監事					    宇梶　孝		

「組織発展のために・・・地域のニーズに応える看護協会」
　看護協会は、専門職を会員とする保健・医療・福祉分野における最大の組織です。会長の
リーダーシップのもと、個々の会員のパワーととその団結力によって、輝かしい実績を残し
てきました。今後とも、協会がその目的に向かい、ますます組織力を発揮できるよう、一般
市民の視点から情報を提供してまいります。

　看護師職能担当理事			  鈴木　典子		  常陸大宮済生会病院

「対象となる方に寄り添い、支える」
　2025 年に向けて大きく変化する医療提供体制を見据え、看護職はどのような役割を果た
していけばよいのでしょうか。目まぐるしく変化する医療・看護界の中で、変わることなく、
看護師は「対象となる方に常に寄り添い、支える」ことなのではないかと思います。
　地域住民の方が「健康で豊に暮らしていく」ために、何が必要なのかを皆さんとともに考え、
役割を果たしていきたいと思います。

　助産師職能理事			   遠藤　香織		  総合病院土浦協同病院

「すべての妊産褥婦と新生児に助産師の手を」
　個々が助産力を高め自律した助産師となれるよう支援していくと共に昨年誕生したアドバ
ンス助産師が各々の場で活用され、役割発揮できるように皆様と一緒に考えていきたいと思
います。そして母子が地域で安心して産み育てられる環境が整備できるような包括ケアを推
し進めていきたいと考えます。どうかお力添え宜しくお願いいたします。
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私たちの仲間を増やしましょう
　茨城県看護協会の現在の会員数は 14,133 人です。皆様のお声かけにより、今年度の目標を達成することがで
きました。
　尚、各地区ごとの入会率はグラフの通りです。会員増を図ることは、専門職能団体としての質の向上や県民
の安心安全な暮らしを守る活動源に繋がってまいります。
　どうぞこれからも新入会員や会員の継続にご協力お願いいたします。

●各施設に「新会員証」「平成 29 年度継続申請書（継続申請書）」などをお送りしていますので、所属会員に配布して
ください。

●「継続申請書」は施設で取りまとめてご返送ください。その際、必ず施設の会費の納入方法（施設とりまとめ納入／
口座振替）を会員にご周知ください。

●送付先は日本郵便株式会社の私書箱です。必ず「ゆうパック」「レターパック」普通郵便のいずれかでお送りください。

●取りまとめた会費の振込先は、施設ごとにお知らせする「施設専用口座」です。
　口座番号は、10 月に通知文書をお送りします。
●口座番号を間違えて、自施設の「施設専用口座」以外に振り込むと、会員手続きが進みません。ご注意ください。

●口座振替の実施後に、「施設用 WEB」で所属会員の入金処理状況の確認をお願いします。平成 29 年度会費の振り替
えは 1 月 27 日の予定です。2 月上旬には入金状況を確認いただけます。

●会費を振り込む前に、「施設用 WEB」で振り込みをする会員氏名をチェックしてください。

●「施設用 WEB」はパソコンからインターネットを通じて利用する施設専用の WEB ページです。入会手続きや入金状
況の確認などを行う上で必須のシステムです。

● 10 月から稼働開始します。ご利用に際して ID とパスワードを発行しますので、利用申請書に必要事項をご記入の上
ご返信ください。

ナースシップ de 会員証（リニューアル＆永久保存）

地区別会員入会状況

問い合わせ先：日本看護協会 情報システム部会員情報課　E-mail : kaiinjoho@nurse.or.jp
　　　　　　　茨城県看護協会 総務部　TEL：029-221-6900

新会員情報管理体制「ナースシップ」への移行にあたってのお願い

所属会員に配布してください

施設でとりまとめて返送してください

「施設専用口座」の確認を！（施設ごとに口座番号が異なります）

「施設用WEB」で、所属会員の入金処理状況を確認してください

「施設用WEB」で会費を振り込む会員をチェックしてください

必要事項を記入して返送してください

会費納入方法が従来の手続きと変わりますご注意

※インターネットに接続できず「施設用 WEB」を利用できない施設は、都道府県看護協会にご相談ください。

会費納入方法で「勤務先で取りまとめて納入」を選択している場合は…

会費納入方法で「口座振替」を選択している場合は…
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Ｈ 28.7.25 現在

■「新会員証」（プラスチックカード）
　毎年発行していた紙の会員証からプラスチックの会員証になり、
　年度が切り替わっても継続して使用できる永年会員証になります。

８～10月 ①新会員証 ②平成29年度継続申請書 ③「施設用WEB」利用申請書

①新会員証 ②継続申請書

②継続申請書

10月

２月上旬

10～12月

③「施設用WEB」利用申請書

が届いたら…
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◆議決事項
　第一号議案　平成 27 年度決算報告及び監査報告　
　第二号議案　定款及び定款細則の改正
　第三号議案　平成 28 年度改選役員及び推薦委員の選任
　第四号議案　平成 29 年度日本看護協会通常総会代議員及び
　　　　　　　予備代議員の選任
◆報告事項
　報告事項 1　平成 27 年度事業報告
　報告事項 2　平成 28 年度重点事業並びに事業計画
　報告事項 3　平成 28 年度収支予算

優良看護職員茨城県看護協会長表彰受賞おめでとうございます
　平成 28 年通常総会において、優良看護職員茨城県看護協会長表彰式が行われ、38 名の方が受賞
されました。

大本　俊子
小川　英子
鬼澤　麻有美
越路　京子
佐川　廣子
緑川　美穂
山口　純代
川那子　清美
秋葉　はつい
飯野　清美

飯村　早苗
石川　洋美
板倉　紀子
市村　恵子
太田　敏江
金澤　恵子
軽部　成美
木島　照美
木樽　京子
倉持　トモ

齊藤　三千代
鈴木　典子
関根　洋子
関山　ひろみ
高塚　正代
千田　孝子
長山　一恵
延嶋　喜恵子
畑山　緑
塙　真寿美

林　啓子
平根　ひとみ
三浦　由貴子
皆川　佳代子
宮内　紀子
宮本　佳代子
本宮　裕美
山中　玲子

平成 28 年度通常総会終了をもって 5 名の役員の皆様が退任されました。
ありがとうございました

山本かほる　専務理事
樫谷　厚子　助産師職能担当理事
山下美智子　看護師職能担当理事

中西　京子　水戸地区担当理事
坂本　　理　監事

■3職能合同集会
　2025 年に向けてこれから認知症高齢者の増加が見込まれることから、行政、病院、訪問看護ス
テーションそれぞれの立場から認知症ケアの取り組み事例を取り上げ、地域包括ケアシステムの構
築に向けて活発な議論が交わされました。

シンポジウム　テーマ「看護職がつなぐ認知症ケア」
　○座　長　公益社団法人茨城県看護協会専務理事　山本かほる　氏
　○シンポジスト
　　「茨城県の認知症対策」　
　　　　茨城県長寿福祉課地域ケア推進室主査　小沼弘美　氏
　　「認知症初期集中支援チームの活動
　　　　～石岡市における認知症の早期診断・早期対応の取り組み～」
　　　　石岡市高齢福祉課地域包括支援センター課長補佐　桒原久美子　氏
　　「急性期病院における認知症看護の取り組み」
　　　　筑波メディカルセンター病院副看護部長　老人看護専門看護師　　田中久美　氏
　　「訪問看護ステーションにおける認知症の取り組み」
　　　　東太田リハビリ訪問看護ステーション　老人看護専門看護師　山下由香　氏

公益社団法人茨城県看護協会　平成28年度通常総会
日時：平成 28 年 6 月 24 日（金）　　場所：茨城県立県民文化センター

　総会員数12,848 名のうち、10,692 名（出席会員337 名・役員20 名・委任状10,335 名）の出席を
いただき、進行の山本専務理事より定款第17 条に則り総会成立が宣言され、提出された4 つの議案
は全て承認されました。
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平成28年度 理事会報告

【協議事項】
1　 職能委員会委員の選任について（案）　承認
2 　常任委員会委員の選任について（案）　承認
3 　平成 27 年度事業報告及び決算報告（案）
　　承認
4 　「定款」及び「定款細則」の改正について（案）
　　承認

【報告事項】
1 　平成 28 年度日本看護協会第 1 回理事会報告
2 　第 52 回いばらき看護の祭典実施報告
3 　平成 28 年度理事・監事・推薦委員並びに平

成 29 年度日本看護協会通常総会代議員及び
予備代議員候補者について

4 　平成 28 年度優良看護職員茨城県知事表彰受
賞者の決定について

5 　平成 27 年度下期・年度監査の実施について
6 　平成 28 年度通常総会進行について
7 　平成 28 年度通常総会議長団について
8 　次年度選挙管理委員の選任について
9 　議事録署名人候補者について
10  第48回日本看護協会在宅看護学術集会について
11  災害関係経費報告

【協議事項】
1 　会長代行の優先順位について（案）　承認
2 　業務執行理事の業務分担（案）について
　　承認
3 　平成28年度通常総会進行について（案）に
　　ついて　承認

【協議事項】
1 　役員の選定について（案）　承認
2 　会長代行の優先順位について（案）　承認
3 　業務執行理事の業務分担（案）について
　　承認
4 　地区委員会委員の承認について　承認

【報告事項】
1 　平成 28 年度新規事業について
2 　平成 29 年度通常総会について
3 　平成 28 年度行事日程について

【協議事項】
1　 事業報告（4 ～ 6 月）（案）　承認
2　 平成28年度地区意見交換会について（案）
　　承認

【報告事項】
1 　日本看護協会平成 28 年度第 3 回理事会報告

について
2 　茨城県保健福祉部との懇談会について
3 　全国准看護師制度担当役員会議
4 　日本看護協会平成 28 年度全国職能委員長会
5 　茨城県医療事故調査等支援団体連絡協議会
6 　平成 28 年度第 1 回茨城県医療審議会
7 　平成28年度都道府県看護協会教育担当者会議
8 　平成 28 年度都道府県看護協会地区支部にお

ける高齢者および認知症者支援のための看
護職連携モデル事業選考結果について

9 　平成 28 年度ナースセンター事業担当者会議
10  四師会災害等連携協定ワーキング会議
11  平成 28 年度茨城県・高萩市総合防災訓練
12  予算執行状況について
13  役員賠償責任保険の継続契約について
14  平成 27 年度公益社団法人に係る定期提出書

類について

■第1回　5月20日（金）

■第1回常務理事会　6月13日（木）

■第2回　6月24日（金）

■第3回　9月2日（金）
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平成 28 年度茨城県優良看護職員知事表彰

キャンドルサービス ～看護師の道に進む宣誓式～

　21 世紀の高齢社会を支えていくためには、看護の心、助け合いの心を私たち一人ひとりが分かち
合うことが必要です。こうした心を老若男女問わず誰もが育むきっかけとなることができるよう、
また、気軽に看護にふれていただけることを目的に、「いばらき看護の祭典」を開催されました。

　今年度は県内の保健師、助産師、看護師、
准看護師の中から多年にわたり看護業務に献
身的に従事し、顕著な功績のあった、保健師 1
名、助産師 1 名、看護師 5 名の方が受賞され
ました。受賞おめでとうございます。

第52回 いばらき看護の祭典
～看護の心をみんなの心に～

（受賞者）
　保健師　大高　恵美子
　助産師　島田　洋子
　看護師　丸山　みつ　　　野竹　典子
　　　　　紺野　喜代子　　薄井　成美
　　　　　下村　千里

　学校法人八文字学園水戸看護福祉専門学校看護学科の２
年生が看護師を志すことを新たに誓うために行われまし
た。誠実で清い看護を行うことの決意表明を宣誓していま
した。素敵な思い出として刻み込まれるよう心を込めて行
われていました。
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ロビー展示

参加者の声

特別講演
　「母の介護に携わって」

・筑波大学「バーチャル手術」体験コーナー
・サイバーダイン　ロボットスーツ「HAL」展示・体験コーナー
・おくちの相談コーナー
・関東・東北豪雨被災地応援物販コーナー
　ロビー展示では、物販・展示・体験コーナーがあり、橋本知事も体験されていました。茨城県看
護協会のイメージキャラクター（はぴなちゃん）の初お披露目となりました。皆さんよろしくお願
いします。

・キャンドルサービスをみていて、学生時代の看護師を目指して勉強したことや実習のころ試行錯
誤し患者さんへ看護展開したことなどの記憶がよみがえって新鮮な気持ちになった。

・女優の大沢逸美さんからの「母の看護に携わって」では、患者さんの家族側の視点から介護につ
いて貴重なご意見を聞くことができた。

・最新の医療技術などを体験できた。モニターに手を翳して、画面の操作ができる器械があり、ま
るでゲームのようだった。

講師　女優　大沢　逸美

　女優として仕事の順調な時期に、最愛だっ
た母親の要介護認定を受け、最愛の母を看取
るまでの 11 年にも及ぶ壮絶な介護体験につい
てのご講義をいただきました。
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委員会活動紹介
保健師職能委員会ニュースレター（2016.9）

あいさつ
　日頃から、茨城県看護協会保健師職能委員会活動に、ご協力・ご支援をいただきありがとうござい
ます。
　保健師職能委員会では、様々な場所で働く保健師に向けて、情報発信、研修会の開催、調査等を行っ
ています。職能委員は「実態把握と意見集約」、「課題発見」、「活動展開」を行うという基本姿勢で、市、
保健所等に勤務する 7 名が担っています。どうぞ、よろしくお願いいたします。

保健師職能委員会の研修

●【保健指導ミーティング（中堅期）８月12日】

白板の使い方（事例）

　塚原洋子さん（元杏林大学看護学科教授）
を講師に開催しました。事例検討の進め方と
ファシリテータの役割に焦点をあてて学びま
した。“ファシリの役割を更に学びたい”、“報
告会のような事例検討を資質向上の場にした
い”と参加がありました。

●【保健指導ミーティング（新任期）】
　おまたせしました！！

●【地域包括ケアシステム研修】

新任期保健師等を対象に本年も開催します。

▲

日　時　平成 28 年 11 月 10 日（木）▲

場　所　茨城県看護研修センター▲

参加費　無料（会員・非会員問わず）▲

内　容　実践力 UP 事例検討会▲

詳細は後日ホームページと通知等をお知ら
せします。

▲

日　時　平成 29 年 1 月 21 日（土）▲

内　容　調整中

今回のアンケートをきっかけに
資料を見直した方もいました。

ご協力ありがとうございました。

実践力UP事例検討会の
実施状況に関するアンケート

【実施結果】
対象：平成 26 年～ 27 年の保健指導ミーティング計

３回参加者実 78 名のうち 34 名に協力いただ
きました。

結果（抜粋）
・実践力 UP 事例検討会を実施している  14 名
・実施できない理由：多忙等で時間確保が困難  ９名

新任期で精一杯で自分からやろうとは思わないし
相談し解決できている、働きかけができない、一
人業務　等

・業務に活かされています
　地域包括支援センター事業として地域ケア会議
を開催するにあたり、地域のケアマネに対し、事
例検討会の運営方法等学ぶ研修会と検討会を実施。
　月 1 回の保健師・栄養士定例会の中で事例検討
会を実施。保健所管内業務研修会で年 1 回実施。

事例検討は人材育成！
実践あるのみ
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「退院後の日常生活を見据えた援助」

そよかぜ
私の専門

～認定看護師～

龍ヶ崎済生会病院
慢性心不全看護認定看護師　浅野　正巳

　私は 2014 年から「慢性心不全看護認定看護師」
として活動し、週に 1 回、循環器医師の外来診察
に立ち会い、外来患者の指導を行っています。慢
性心不全はすべての心疾患の終末的な病態で、増
悪と寛解を繰り返しながら徐々に病態が進行して
いきます。心不全患者の心不全増悪による再入院
率は、退院後 6 カ月以内に約 30％と高く、心不
全治療の重要な課題となっています。
　心不全を増悪させる要因には「塩分・水分の不
徹底」「感染症」「過労」「治療薬の中断」「不整脈」
などがあり、医学的な要因だけでなく、日常生活
の管理により予防可能な要因が多くあります。急
性増悪を回避するためには、何が要因で心不全が
増悪したかを明らかにする必要があります。例え
ば、治療薬を中断して心不全が増悪した場合、単
に薬の必要性を理解できていないこともあります
が、金銭的に厳しく薬を買うことができなかった、
長時間の電車通勤のため利尿薬を中断した、仕事
が不規則で忙しく 1 日 3 回の内服が難しかった、
など様々な理由が隠れている場合があります。入
院中から患者さんが普段どのような生活を送って
いるのか情報収集し、退院後の日常生活を見据え
た援助を行うことが大切だと考えています。

　この度、茨城県内の輸血観覧認定看護師
の育成と輸血医療に関わる看護師のレベル
アップを目的として、「茨城県輸血関連認
定看護師養成部会」を平成 27 年 7 月に茨
城県合同輸血療法委員会の下部組織として
発足いたしました。
　輸血療法を受けられている患者さんと接
する場面が多い私たちですが、輸血に関す
る教育を受ける機会は、学生時の授業もし
くは新人教育のときのみという中で、不安
を抱えながら看護しているというのが現状
ではないでしょうか。
　輸血関連認定看護師養成部会において、
医療現場での輸血管理体制や新人教育の
実態、血管の確保が困難な場合におけるア
プローチなど積極的な情報交換がされまし
た。参加者からは、「参考になった」「有意
義であった」「また機会があれば参加した
い」などの声が多く聞かれました。
　今後の活動として、年 1 回の実技研修（自
己血輸血を含む）や新人看護師に対する輸
血全般に関する教育、輸血認定受験への支
援などを計画しています。
　そしてこれらの活動を通じて、輸血（自
己血輸血）で「困った」「どうしよう！？」「先
生や検査技師には聞きにくい」といったと
きに「ここに聞けば解決できる！！」とい
うような駆け込み寺的な存在を目指して部
会のメンバーとともに推進して参ります。

初めまして、
茨城県輸血関連認定
看護師養成部会 です

小松整形外科医院　高野　美由紀

『そよかぜ』は、看護の現場で働く看護職を紹介するコーナーとして、
「茨城県看護協会新聞（現：看護いばらき）第 39 号（平成７年 12
月 20 日発行）」を皮切りに約 20 年間掲載しております。
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委員会企画研修からのお知らせ

【災害看護委員会より、研修会場の変更】
研修№ 63「災害支援ナースフォローアップ研修」
日　時　：　平成 28 年 10 月 13 日（木）、14 日（金）
　　　　　　10：00 ～ 16：00
会　場　：　×茨城県看護協会研修センター

○開発公社ビル４F　４-H　　へ変更しました。
※茨城県看護協会ホームページ→研修からのお知らせ→「委員会企画研修について」記事中の「会場（駐

車場）について」をご参照ください。

★開発公社ビル

【医療・看護安全対策推進委員より、研修日時・講師決定】
研修№ 76「医療安全管理者養成研修フォローアップ講座」
目　的　：　医療事故事例の分析・手法を再確認する
日　時　：　平成 29 年 1 月 28 日（土）10：00 ～ 16：00
会　場　：　茨城県看護協会研修センター
講　師　：　自治医科大学附属病院医療安全対策部
　　　　　　　鶴見 眞理子　先生
応募期間：　11/21 ～ 12/8

お問合せ等　公益社団法人茨城県看護協会
　〒 310-0034　水戸市緑町 3-5-35
　TEL　029-221-6900　　FAX029-226-0493

受講について、入金方法については、茨城県看護協会ホームページ（http://www.ina.or.jp）
看護職の皆様へ　→　研修案内　→　研修申込み方法をご参照ください。
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茨城県ナースセンター就業・進路相談窓口を増設いたしました

　より身近な場所で就業相談・進路相談が受けられるように、県内 4 地域（県北・県南・鹿行・県西）
に相談窓口を増設いたしました。
　経験豊かな就職アドバイザー（看護職員）が相談に応じていますので、ブランクがある方、子育て中
の方、セカンドキャリアの方、看護職を目指す方、看護職を採用したい施設の方、気軽にお越しください。
　※相談場所により開設日が異なりますので、ご注意願います。

場　所：日立市高鈴町 1-4-10
（日立メディカルセンター看護専門学校内）
ＴＥＬ：070-1542-0967
相談日：（水）（金）9:30 ～ 15:30

場　所：鹿嶋市緑ヶ丘 3-9-20
（鹿嶋訪問看護ステーション内）
ＴＥＬ：070-1543-9672
相談日：（火）（木）9:30 ～ 15:30

場　所：結城市結城 1211-7
（茨城県結城看護専門学校内）
ＴＥＬ：070-1544-1383
相談日：（月）（水）9:30 ～ 15:30

場　所：土浦市下高津 2-7-68
（土浦訪問看護ステーション内）
ＴＥＬ：070-1543-9833
相談日：（火）（水）9:30 ～ 15:30

茨城県ナースセンターKENPOKU（県北）

茨城県ナースセンターROKKOU（鹿行）

茨城県ナースセンターKENSEI（県西）

茨城県ナースセンターKENNAN（県南）

相談
無料

平成29年度予算編成等に関する要望について
　平成 28 年 7 月 15 日（金）に、相川会長から近藤理事兼保健福祉部次長に平成 29 年度予算編成等に
関する要望書を手渡し、8 月 5 日（金）には茨城県看護協会にて、松岡保健福祉部長等に同席をいただき、
茨城県保健福祉部との懇談会を実施しました。

― 要 望 事 項 ―
１．看護の質の向上

新人看護職員研修、看護実務者専門研修等の継続

２．看護職の離職防止・定着促進・確保対策の充実
離職時等の届出制度に関する積極的な広報啓発活動の継続
潜在看護職員の発掘に向けた発展的な再就業支援の実施

３．住民への保健サービスの質の担保
統括保健師の配置促進、保健師の系統的な現任教育体制整備
5 歳児健診の全県的な推進、フォロー体制の整備

（特に、教育機関と行政、医療機関等の連携体制強化）

４．2025 年を見据えた医療・介護体制の整備
訪問看護の提供体制拡充に向けた人材確保・育成の継続
訪問看護ステーションの大規模化支援

「特定行為に係る看護師の研修制度」のさらなる周知、研修受講支援
全ての地域包括支援センターとその主管課への保健師配置
地域包括支援センターの量的拡充と質の向上のための支援の強化
制度の隙間に立つ社会的弱者に支援の手を差し伸べる具体的施策の実施

　当日は、茨城県における地域医療構想の策定状況をふまえた意見交換を行い、地区理事から「今後、
過疎地域の方々をどのように救っていくのか」、「病児保育や夜間 ･ 休日保育、放課後児童対策等の子育
て支援策を充実させて欲しい」といった医療現場における切実な課題が挙げられました。
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.ina.or.jp　昨年の関東・東北豪雨災害から 1 年が経過しました。被災されました皆様のご苦労はいかばか

りかと存じます。また、災害支援ナースのボランティアの皆様や送り出して下さった管理者の皆
様に感謝いたします。茨城県看護協会では、災害時に適切な活動に向けて体制やマニュアル等を
見直しております。引き続きご協力のほど宜しくお願いいたします。

〈茨城県看護協会　広報担当理事〉

　今年より広報委員をさせていただくことになりました。
　会員の皆様に興味を持って読んでいただけるような、魅力ある機関紙になるように努力してい
きたいと思います。
　季節の変わり目、体調には十分気をつけていきましょう。

〈広報委員　　渡邉　智明・鳥畑　好江・守屋　静子〉

　茨城県看護協会は、平成 28 年 7 月 11 日
より茨城県の委託を受けて、がん相談室を
開設いたしました。茨城県は「茨城県がん
検診を推進し、がんと向き合うための県民
参療条例」を今年 1 月 1 日に公布いたしま
した。茨城県にはがん診療連携拠点病院や
相談支援センターが 18 ヶ所設置されていま
すが、より相談者にとって敷居が低く、病
院外で相談に応じられる所は当看護協会の
相談室のみです。皆様の病院等でじっくり
と相談に応じるためには時間に制約がある場合や、本人のみばかりでなく家族の方々からの相談にも
応じております。どうぞご利用下さいますようお願いいたします。

いばらき「みんなのがん相談室」を開設しました

平成28年度 茨城県看護研究学会演題応募締切日の延期について

茨城県知事より関東・東北豪雨災害被災者に
対する支援活動への感謝状をいただきました

茨城県看護研究学会の発表演題募集締切日を 10 月 13 日（木）まで延期いたしました！
皆様、多数のご応募お待ちしております。

開催日　平成 29 年２月 23 日（木）
会　場　茨城県立県民文化センター　小ホール
※詳細につきましては（応募資格、方法など）茨城県看護協会のホームページをご参照ください。

【看護いばらき　№114号　予告】
11 月下旬発行予定
〇訪問看護ステーション出向研修
〇医療依存度の高い利用者に対する介護
　職員研修
〇特定行為制度を活用している看護師
〇地区意見交換会報告
〇メディカルヨガの紹介　等
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